
【学習アドバイス】＜一般入試＞

大問2題構成で，いずれも現代文（近代以降の文章）による出題となっている。解答形式は選択式（マーク方式）で，すべて4肢の中か
ら正解1肢を選ぶ形式であった。試験時間は60分。
大問一は，山崎正和『日本文化と個人主義』からの出題である。山崎正和の文章は入試問題ではよく出題されているが，本文は，固定
観念や先入観によって社会や文化をとらえることの危険性について論じたもので，大学入試問題に頻出のテーマである。文字数は約2,700
字。設問数は8つ，枝問も含めた解答数は17である。設問の内訳は，漢字が1問3答，接続語の空欄補充が1問3答，語句の空欄補充が2
問7答，傍線部の内容説明が2問2答，本文の内容正誤問題が1問1答，本文にタイトルをつける問題が1問1答であった。難易度は標準レベ
ルだが，紛らわしい問題もあり，意外なところでミスを犯しやすいので注意が必要である。
大問二は，外山滋比古『「忘れる」力』からの出題である。外山滋比古は，最近こそ出題は減っているものの，かつては入試頻出の筆
者であった。本文は，どのような姿勢で論文を書くことが独創的な価値を持ったものになるかということについて述べたものであるが，自
分で仮説を立て，自分の視点で物事を考察せよ，という主張はよく見られるテーマである。文字数は約3,100字。設問数は12，枝問を含
めた解答数は15となっている。設問の内訳は，漢字（傍線部と同じ漢字を選ぶ）が1問4答，語句の空欄補充が4問4答（そのうち慣用句
の問題が1問1答），ひとまとまりの表現の空欄補充が2問2答，諺の問題（傍線部と同じ意味の諺を選ぶ）が1問1答，傍線部の内容・理由
説明が3問3答，本文の内容正誤問題（合致しないものを選ぶ）が1問1答であった。本文はやや古めかしい表現も見られ，また設問の一
部に紛らわしいものがあるものの，全体としては標準レベルの問題である。

●日頃から精読を心がけよう。
上で述べたように，ほとんどが標準的な問題であるため，普段から標準的なレベルの入試問題を問題集などで繰り返し解いておけば対
応は可能である。ただ，標準的な問題ということは，他の受験生も高い得点が予想できるということなので，取りこぼしは禁物である。
設問の中には迷うものもあり，そこでしっかり得点できるかどうかが合否の分かれ道になる。読みやすい文章だからといってサッと読みと
ばすのではなく，書かれていること，書かれていないことをきちんと理解して読み進める必要がある。迷わされる問題では，よく読めば本
文には書かれていないことがわかるが，サッと読むだけで解いている受験生には，なんとなく書かれていそうに思える紛らわしい選択肢
が用意されている。出題者は平易な文章をどこまでしっかり読み取っているかを試しているわけだから，普段から精読を心がけ，問題文を
よく読み，選択肢を慎重に吟味する勉強法が求められる。たとえば，まず制限時間以内にひととおり問題を解き（この段階ではまだ答え
合わせをしない），次にじっくりと読んで解き直し，最初の答えが間違っていると思ったら修正をし，最後に答え合わせをするというのも一
つの勉強法である。これを繰り返していくうちに，しっかりと問題文を読むことができるようになり，二度目の解き直しで修正する箇所も減り，
得点も上がっていくはずである。

●語彙力を身につけよう。
本学の現代文の特徴の一つには，語句や熟語，慣用句の出題が多いということが挙げられる。これらの知識は簡単には身につかないので，
普段から辞書を引いて言葉の意味を確認するように心がけてほしい。また，語句や熟語，慣用句を集めた問題集を繰り返し解くことも必
要である。本文の読解と異なり，語句や熟語，慣用句は，知っていれば解けるものであり，普段の地道な練習が得点につながる。また，
語彙力の向上は，本文そのものを正確に読むうえでも必要なことである。実際，語彙力の向上にともなって国語の得点が上昇するというこ
とは，受験生の誰もが実感することである。1点を争う入試では，漢字や語句，慣用句での失点はとても痛い。ぜひとも語彙力の向上に
は力を入れてほしい。

●考えながら読むようにしよう。
空欄補充の問題も本学ではよく出題される。空欄補充は，空欄の前後を読むだけで解けるものではない。本文に何が書いてあるか，と
いうことだけではなく，本文から導かれるであろう内容を「考え」ながら読まないと正解にたどり着けない場合が多い。何が書いてある
かということだけではなく，そこから筆者の主張の，いわば境界線とでもいうべきものを「考える」必要が出てくるということだ。一部に紛
らわしい問題や悩む問題が出題されるというのは上で述べたとおりだが，そういう問題も，それぞれの選択肢が筆者の主張の境界線に収
まるかどうかを「考えさせる」問題だと言ってよい。こうした問題に対処するためには，筆者の主張が，どこまでの意味を持っているのか，
どこからは外れてしまうのか，その境界線を考えながら読むということを心がけたい。精読を心がけ，語彙力を向上させ，考えながら読む
癖をつければ，現代文は怖いものなしになるはずである。
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大問 解答番号 解答例 配点 大問 解答番号 解答例 配点

一

1 1 3

二

18 2 3
2 2 3 19 1 3
3 4 3 20 4 3
4 3 3 21 3 3
5 4 3 22 3 3
6 2 3 23 1 3
7 3 3 24 2 3
8 4 3 25 3 3
9 1 3 26 4 3
10 2 3 27 2 3
11 4 3 28 4 3
12 2 3 29 2 3
13 3 3 30 3 3
14 4 3 31 3 3
15 2 4 32 2 4
16 1 4
17 3 4
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